
（　） 泉北コミュニティのホームページは「泉北コミュニティ」で検索OKY５ 2020年（令和２年）11月19日

け
ず
立
ち
往
生
。
小
人
数
で
の

自
主
練
習
で
、
学
生
達
は
「
お

手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と

声
掛
け
し
た
り
、「
教
え
て
〜
」

と
い
う
要
請
を
受
け
て
か
け
つ

け
た
り
と
大
活
躍
。
動
き
を
マ

ス
タ
ー
し
た
参
加
者
達
は
ス
ッ

キ
リ
し
た
表
情
だ
っ
た
。〔
杉
本
〕

　
和
泉
市

　
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
寄
附
を
募
集
す
る

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
を
実
施
。

久
保
惣
記
念
美
術
館
の
茶
室
再

生
資
金
を
募
っ
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
自
治
体
が
寄
附
金

の
使
途
を
具
体
的
に
示
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
そ

れ
に
共
感
す
る
人
か
ら
広
く
資

金
を
調
達
す
る
仕
組
み
。
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
は
、「
京
都
・

表
千
家
の
茶
室
を
写
し
た
貴
重

な
久
保
惣
記
念
美
術
館
茶
室
を

保
存
し
、
文
化
を
味
わ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。

　
目
標
額
は
５
０
０
万
円
。
12

月
29
日
ま
で
が
募
集
期
間
。
寄

附
金
は
、
美
術
館
茶
室
を
再
生

し
、
保
存
活
用
の
た
め
の
耐
震

補
強
工
事
に
使
用
す
る
。

　
寄
附
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
か
、
い
ず
み

ア
ピ
ー
ル
課
窓
口
で
。
市
外
在

住
の
寄
附
者
に
は
返
礼
品
を
提

供
。
ま
た
寄
附
者
名
一
覧
を
再

生
後
の
茶
室
に
設
置
す
る
。

　
茶
室
は
国
の
登
録
有
形
文
化

財
。
築
80
年
以
上
経
過
し
、
耐

震
に
懸
念
が
あ
る
。 

〔
藤
原
〕

　
11
月
５
日
は
コ
ー
ス
決
定
後

初
め
て
の
教
室
。
ま
ず
は
帝
塚

山
学
院
大
学
専
任
講
師
新し
ん

野の

弘ひ
ろ

美み

さ
ん
の
指
導
に
よ
る
椅
子
を

使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
筋
ト
レ
。
毎
日
続
け

ら
れ
そ
う
と
高
評
価
だ
っ
た
。

　
次
に
、
桃
山
学
院
教
育
大
学

教
授
の
灘な
だ

本も
と

雅ま
さ

一か
ず

さ
ん
の
指
導

で
、
コ
ー
ス
別
に
①
持
久
力
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
②
関
節
は
柔
軟

運
動
③
頭
の
柔
軟
性
は
広
場
で

ラ
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
こ
な

し
た
。
初
め
て
で
戸
惑
う
参
加

者
を
ゼ
ミ
の
学
生
達
が
サ
ポ
ー

ト
。
特
に
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
社
交
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
動
く

ラ
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
多

く
の
参
加
者
が
指
示
通
り
に
動

　
桃
山
学
院
教
育
大
学
・
帝
塚

山
学
院
大
学
・
南
海
電
鉄
が
協

働
開
催
す
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
筋
ト
レ
教
室
が
好
評
を
博
し

て
い
る
。
こ
の
教
室
は
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
の
健
康
支
援
を

目
的
に
２
０
１
８
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
て
、今
年
が
３
期
目
。

参
加
者
は
初
回
の
体
力
測
定
と

集
団
認
知
検
査
（
フ
ァ
イ
ブ
・

コ
グ
）
で
①
持
久
力
②
関
節
③

頭
の
柔
軟
性
の
３
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
コ
ー
ス
ご
と
に
組
ま
れ

た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
。

３
か
月
後
に
効
果
を
検
証
し
て

大
学
の
研
究
に
役
立
て
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
が
、

参
加
費
無
料
と
い
う
こ
と
も
あ

り
抽
選
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
少
し
ず
つ

ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
に
人
が
戻

っ
て
き
て
い
る
が
、
泉
北
を
拠

点
に
活
動
す
る
音
楽
サ
ー
ク
ル

や
音
楽
家
に
は
、
も
う
一
つ
の

ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
栂
文
化
会

館
ホ
ー
ル
と
久
保
惣
記
念
美
術

館
の
ホ
ー
ル
が
工
事
中
の
た
め

使
え
な
い
の
だ
。
自
粛
の
た
め

延
期
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き

た
く
て
も
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
ク
リ
ス
マ
ス
の
演
奏
会
を
開

き
た
く
て
も
、
か
な
わ
な
い
状

況
が
し
ば
ら
く
続
く
。

　
栂
文
化
は
来
年
６
月
頃
ま
で
、

天
井
お
よ
び
舞
台
照
明
設
備
改

修
工
事
が
、
久
保
惣
は
来
年
３

月
末
ま
で
空
調
設
備
工
事
が
行

わ
れ
る
。
栂
文
化
の
場
合
は
、

ホ
ー
ル
と
一
部
が
つ
な
が
っ
て

い
る
音
楽
室
と
視
聴
覚
室
に
つ

い
て
も
、
工
事
の
影
響
を
受
け

る
平
日
午
前
午
後
の
時
間
帯
に

つ
い
て
は
利
用
で
き
な
い
（
平

日
夜
間
や
日
祝
日
は
使
用
可
）。

両
室
で
練
習
し
て
い
た
サ
ー
ク

ル
の
一
部
は
、
研
修
室
や
料
理

室
、
第
１
会
議
室
な
ど
を
利
用

し
て
、
練
習
を
続
け
て
い
る
。

 

〔
浅
利
〕

紀
行
文
を
ま
と
め
出
版

の
ぞ
み
野
の
土
屋
さ
ん

　
和
泉
市
の
ぞ
み
野
の
土
屋
誠

子
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
書
い
て

き
た
紀
行
文
を
ま
と
め
た
本「
夢・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
素
晴
ら
し
い
出

会
い
」
を
自
費
出
版
し
た
。

　
土
屋
さ
ん
は
１
９
７
０
年
の

大
阪
万
博
で
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
館
に
勤
務
。
そ
の
後
、
英

語
の
家
庭
教
師
な
ど
を
し
て
き

た
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
旅
に

出
る
と
紀
行
文
を
し
た
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
で
友
人
知
人
に
送
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
夢
見
た
こ
と
が
現
実
と
な
り
、

い
ざ
な
わ
れ
た
旅
先
で
素
晴
ら

し
い
人
々
や
自
然
と
出
会
い
、

そ
こ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
生
ま

れ
た
と
い
う
土
屋
さ
ん
。
第
１

章
は
日
本
や
海
外
で
の
「
旅
の

記
憶
」、第
２
章
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
訪
ね
た
「
東
北
へ
」。

　
読
売
ラ
イ
フ
か
ら
発
行
、
定

価
１
５
０
０
円
＋
税
。
収
益
は

ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
就
学
支
援

や
障
害
児
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
「
ラ
ル
パ
テ
の
会
」
に
寄
付

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
読
売
ラ

イ
フ
06
・
４
７
０
９
・
１
０
０

１ 

〔
浅
利
〕

筋
ト
レ
教
室
で
健
康
に

桃
教
大
・
帝
塚
山
大
・
南
海
が
協
催

久
保
惣
の
茶
室
再
生
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

来
年
の
工
事
完
了
待
た
れ
る

栂
文
化
・
久
保
惣
の
音
楽
ホ
ー
ル


